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今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
西
部
公
民
館
は
平
成

３
年
度
、
多
目
的
集
会
施
設
と
し
て
中
野
平
中
学

校
区
に
開
館
し
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
を
は
じ
め
、

住
民
の
学
習
、
文
化
、
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
ま
す
。

　

11
月
13
日
（
土
）、
14
日
（
日
）
に
は
、
20
回

目
の
文
化
祭
を
開
き
ま
し
た
。
13
日
は
、
演
歌
歌

手
の
津
軽
ひ
ろ
子
さ
ん
、
瀬
名
ひ
と
み
さ
ん
を
迎

え
て
記
念
事
業
を
行
い
、
２
５
０
人
を
超
す
来
場

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

20
年
の
節
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
地
域
に
根
ざ
し

た
公
民
館
を
目
指
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あおぞら
　

い
や
～
早
い
も
ん
で
、
も
う

12
月
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、
こ
の

一
年
ど
ん
な
年
で
し
た
？

　

自
分
は
体
の
引
き
締
め
に
成

功
し
た
一
年
で
し
た
ね
。
な
ん

て
っ
た
っ
て
、
20
年
前
の
体
重

復
活
！
で
す
か
ら
。
加
齢
と
共
に
お
な

か
辺
り
に
ブ
ク
ブ
ク
と
付
い
て
き
た
モ

ノ
が
す
っ
き
り
。
食
べ
る
の
を
我
慢
し

た
訳
で
は
な
い
で
す
よ
。
普
通
に
食
事

し
て
い
ま
す
（
で
も
若
干
食
べ
る
量
が

減
っ
た
の
は
齢
の
せ
い
）。

　

あ
と
、
な
る
べ
く
体
を
動
か
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
ね
。
例
え
ば
い
つ
も
車

で
行
く
と
こ
ろ
を
歩
き
に
し
た
り
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
じ
ゃ
な
く
て
階
段
使
っ

た
り
、
子
供
と
散
歩
し
た
り
。

　

今
ま
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
体
重
や
ば

い
か
な
あ
」
っ
て
思
う
と
、
食
事
の
量

を
減
ら
し
て
た
け
ど
、
そ
れ
っ
て
や
っ

ぱ
ス
ト
レ
ス
溜
ま
る
ん
だ
よ
ね
。
ち
ょ

っ
と
生
活
パ
タ
ー
ン
を
変
え
て
み
る

だ
け
で
こ
ん
な
に
体
が
締
ま
る
な
ん

て
、
あ
～
夢
の
よ
う
。
で
も
、
一
年
か

か
り
ま
し
た
け
ど･･･

。
ま
あ
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
気
長
に
、
焦
ら
ず
、
無
理
せ

ず
、コ
ツ
コ
ツ
と
、そ
し
て
楽
し
く
。
で
、

気
が
付
け
ば
に
っ
こ
り
。

　

来
年
も
続
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非

お
試
し
く
だ
さ
い
。　
　
　

  （
ｔ
ｏ
ｏ
）
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～華やかな津軽さんのステージ～

公
民
館
の
文
化
祭

地
域
に
根
ざ
し
て

　
　
　
　
　
新
ス
タ
ー
ト

西部公民館が20周年



２

～日頃の成果を披露～

～
西
部
公
民
館
～

文化祭
　
西
部
公
民
館
は
11
月
13
・
14
日
に

第
20
回
文
化
祭
を
開
催
。
開
館
以
来
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
学
習
文
化
活
動
を

大
切
に
し
、
地
域
文
化
の
中
心
的
な

拠
点
づ
く
り
を
図
り
、
20
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
13
日
は
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て

演
歌
歌
手
の
津
軽
ひ
ろ
子
さ
ん
、
瀬

名
ひ
と
み
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ま

し
た
。

　
14
日
の
芸
能
祭
は
、
大
正
琴
や
合

唱
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
謡
曲
、

空
手
な
ど
14
団
体
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
出
演
者
は
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
、
来
場
者
も
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　
玄
関
前
で
は
安
源
寺
子
ど
も
会
が

植
え
た
花
苗
が
来
館
者
を
迎
え
ま
し

た
。
作
品
展
会
場
に
は
高
丘
小
児
童
、

中
野
平
中
生
徒
の
作
品
や
、
夏
休
み

子
ど
も
教
室
の
絵
手
紙
、
シ
ャ
ド
ー

ボ
ッ
ク
ス
、
実
木
草
ク
ラ
フ
ト
作
品

が
並
び
ま
し
た
。
秋
の
い
き
が
い
づ

く
り
講
座
の
布
ぞ
う
り
も
作
品
展
に

彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

バレエの発表

～
北
部
公
民
館
～

　
北
部
公
民
館
は
11
月
６・７
日
に
第

24
回
地
域
文
化
創
造
祭
・
公
民
館
文
化

祭
を
開
催
し
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
倭
小
全
児
童
の
絵
や

書
道
作
品
を
は
じ
め
、
倭
地
区
展
、
講

座
受
講
生
、
サ
ー
ク
ル
の
絵
手
紙
や
生

け
花
、
陶
芸
な
ど
多
種
多
様
な
作
品
が

並
び
ま
し
た
。

　
６
日
は
「
な
～
る
ほ
ど
・THE

・
南

極
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
岳
ガ
イ
ド
で
第

49
次
南
極
越
冬
隊
員
の
赤
田
幸
久
さ
ん

の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
日
は
芸
能
祭
を
開
き
、
科
野
小
学

校
合
唱
団
や
の
ぞ
み
の
郷
高
社
ぽ
っ
ぷ

さ
ー
く
る
、
平
岡
小
学
校
太
鼓
ク
ラ
ブ

「
大
鷹
」、
高
社
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど

北
部
地
域
選
り
す
ぐ
り
の
13
グ
ル
ー
プ

が
出
演
。
踊
り
や
コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
社

交
ダ
ン
ス
、
子
ど
も
バ
レ
エ
な
ど
も
あ

り
、
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

オリジナルの作品が並びました

科野小学校合唱団の発表

力作がならびました

地
域
文
化
の
拠
点
に

文
化
を
創
る
公
民
館



３ 文化なかの /10.12

盛大に公民館特
集

～
中
央
公
民
館
～

　
中
野
え
び
す
講
に
合
わ
せ
、
中
央

公
民
館
で
は
、
中
野
市
文
化
芸
術
協

会
と
共
催
で
、
11
月
13
・
14
日
、
第

38
回
中
野
市
総
合
文
化
祭
「
文
化

展
」
を
開
催
。
12
団
体
２
２
２
人
の

作
品
を
全
館
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
両
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
街
地

な
ど
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
２
日
間
で
約
２
３
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
絵

画
、
お
も
と
、
華
道
、
書
道
、
短
歌
、

俳
句
な
ど
の
力
作
を
興
味
深
く
眺
め

て
い
ま
し
た
。
同
協
会
や
公
民
館
で

は
、
３
階
で
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
で
来

場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
併
設
す
る
働
く
婦
人
の
家

で
も
、
利
用
者
に
よ
る
「
働
く
婦
人

の
家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
、

芸
能
発
表
や
作
品
展
、
販
売
会
な
ど

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

～
豊
田
公
民
館
～

　
第
６
回
豊
田
公
民
館
文
化
祭
を
10

月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
作
品
展
や

音
楽
芸
能
発
表
会
、
映
画
鑑
賞
会
な

ど
多
彩
な
演
目
で
行
い
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
講
座
が
今
年
度
の
日
程
を
終

え
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
玄
関
先
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
は
、
小
さ
な
庭
園
が
い
く
つ
も

並
び
、
来
場
者
の
中
に
は
カ
メ
ラ
に

収
め
た
り
、
出
展
者
に
質
問
す
る
人

も
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
リ
ー
ス

や
写
真
、
絵
画
、
書
道
な
ど
の
展
示

も
人
気
で
し
た
。

　
毎
年
好
評
の
映
画
鑑
賞
会
は
、
大

人
向
け
に
は
、
話
題
と
な
っ
た
「
お

と
う
と
」
（
山
田
洋
次
監
督
）
、
子

ど
も
向
け
に
は
「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」

（
笹
川
ひ
ろ
し
総
監
督
）
の
２
本
を

上
映
し
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
も
い
て
、
家
族
で
訪
れ
た

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
13
団
体
が
出
演
し
た
音
楽
芸
能
発

表
会
は
、
合
唱
、
舞
踊
、
楽
器
演
奏

な
ど
多
彩
な
演
目
が
特
徴
で
す
。
観

る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
４
部
構

成
で
行
い
、
発
表

種
目
が
重
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。
中
に
は

一
人
で
い
く
つ
も

の
演
目
に
出
演
し
、

プ
ロ
顔
負
け
の
活

躍
を
す
る
人
も
い

ま
し
た
。

　
豊
田
地
域
は
リ

ン
ゴ
の
収
穫
期
で

忙
し
い
時
期
で
し

た
が
、
多
く
の
方

の
協
力
が
得
ら
れ
、

文
化
祭
は
大
盛
況

で
し
た
。

色あざやかな展示（文化展）

ハワイアンフラの発表（働く婦人の家フェスティバル）

豊井小学校３年生の発表

芸
術
の
秋
を
彩
る
文
化
展

日
頃
の
成
果
の
集
大
成 豊田アイリス会の発表



４

　
安
源
寺
村
は
中
世
寺
院
「
安
源
寺
」
の
寺

名
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
寺
名
を
村
名
に

す
る
に
は
近
在
に
名
の
知
れ
た
寺
院
で
あ
っ

た
り
、
由
緒
あ
る
寺
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

あ
ろ
う
。

　
そ
の
寺
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
城
山
の
西
側
字
北
原
南
端
に
小
名

「
寺
屋
敷
」
が
あ
る
。
県
道
中
野
―
上
今
井

線
の
東
側
で
、
山
号
は
「
八
幡
山
安
源
寺
」

で
あ
る
。

　
開
基
も
開
山
の
時
期
も
不
明
で
あ
る
が
、

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）、
川
中
島
合
戦
で

焼
失
し
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
頃
再

興
さ
れ
、
の
ち
、
無
住
の
時
代
も
あ
っ
た
が

上
杉
氏
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
謙

信
の
叔
父
が
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

無
住
に
な
っ
た
際
、
栗
和
田
の
円
慶
寺
へ
寺

を
預
け
る
と
い
う
上
杉
景
勝
の
寄
進
状
な
ど

も
残
っ
て
い
る
。

　
式
内
社
で
あ
る
小
内
八
幡
宮
は
九
〇
五
年

（
平
安
時
代
）
に
は
神
社
と
し
て
成
立
し
て

お
り
、
そ
れ
が
現
在
に
至
っ
て
い
る
格
式
の

あ
る
社
で
あ
る
。
こ
の
八
幡
宮
と「
安
源
寺
」

は
距
離
的
に
も
近
く
、
時
期
的
に
も
併
存
し

て
い
た
た
め
、
八
幡
山
安
源
寺
と
命
名
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
両
者
は
か
つ
て

一
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
神
仏
習
合
の
思
想
は
本
来
は
別
の
宗
教

と
神
道
の
一
体
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
平
安

時
代
に
は
全
国
的
に
広
が
り
を
み
た
。
仏
が

仮
に
神
の
姿
で
現
わ
れ
、
功
徳
を
示
す

と
す
る
考
え
（
本ほ

ん
ち
す
い
じ
ゃ
く

地
垂
迹
説
）
が
唱
え

ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
神
道
側
か

ら
逆
の
考
え
が
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
考

え
は
明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
制
度
的
に

は
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、「
安
源
寺
」
は
式

内
社
で
あ
る
八
幡
宮
の
神
宮
寺
の
よ
う
な
形

で
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
松
沢
邦
男
）

　
安
源
寺
区
は
、
風
巻
・
東
組
・
新
田
・

本
田
の
四
組
で
構
成
さ
れ
、
世
帯
数
は

約
１
７
４
戸
余
り
で
す
。
又
、郵
便
局
・

小
内
八
幡
神
社
・
西
部
公
民
館
を
有
す

る
平
野
地
区
に
隣
接
す
る
高
丘
地
区
の

最
も
東
側
に
位
置
す
る
場
所
柄
で
す
。

　
分
館
の
年
間
事
業
と
言
え
ば
、
ほ
ぼ

毎
年
同
様
な
企
画
で
す
が
、
そ
れ
で
も

そ
の
年
の
分
館
長
・
主
事
・
副
主
事
が
、

知
恵
を
絞
っ
て
区
民
の
皆
様
が
参
加
し
易
い

様
、
試
行
錯
誤
し
て
企
画
し
ま
す
。

　
主
だ
っ
た
事
業
は
、
春
に
は
公
会
堂
庭
に

植
え
ら
れ
た
桜
を
肴
に
お
花
見
を
催
し
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
そ
の
年
度
の
最
初
で
あ
る
事

か
ら
老
若
男
女
問
わ
ず
最
も
区
民
の
皆
様
が

集
ま
る
事
業
で
す
。
よ
っ
て
主
催
者
側
と

し
ま
し
て
は
、

手
品
・
合
唱
・

コ
ン
ト
等
手

を
変
え
、
品

を
変
え
工
夫

す
る
最
も
大

変
な
事
業
の

一
つ
で
す
。

　
夏
に
は
、

区
民
ふ
れ
あ
い

事
業
と
称
し
、

日
帰
り
旅
行
を

企
画
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
少
々
足
を
延
ば
し
愛
知
県
蒲
郡

市
ま
で
潮
干
狩
り
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
催
し
物
も
日
帰
り
と
い
う
制
約
が
有
る

の
で
、
毎
年
行
き
先
を
選
定
す
る
の
に
一
苦

労
し
ま
す
。

　
秋
は
区
民
球
技
大
会
を
執
り
行
い
、
内
容

は
不
定
で
す
。
毎
年
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
開
催
す
る
の
で
す
が
、
本
年

は
、
初
め
て
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
催
し
ま
し

た
。
又
、
お
よ
そ
季
節
の
節
目
ご
と
に
分
館

報
を
３
回
発
刊
致
し
ま
す
。

　
既
に
今
年
も
終
盤
を
向
え
、
残
り
僅
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
が
参
加
し
易

く
来
年
に
継
な
が
る
様
一
層
努
力
し
て
参
る

所
存
で
す
。

（
分
館
長
　
片
山
信
男
）

安源寺分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

安
源
寺
（
寺
名
）が
村
名
に

　
豊
田
公
民
館
で
は
、

11
月
23
日
（
火
）
に
、

今
年
度
の
文
化
講
演
会

と
し
て
、
信
越
放
送
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
坂
橋
克
明
さ
ん
を
講

師
に
、「
笑
顔
で
前
に
」

と
題
し
て
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
方

が
来
場
し
、
講
演
で
は
、

毎
日
の
挨
拶
の
大
切
さ
、

物
事
に
対
す
る
前
向
き

な
考
え
が
自
分
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
な
ど
の
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語

り
口
で
、
時
折
、
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
て
、
楽
し
く
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

文化講演会 開催

今年の区民ふれあい事業の様子



５ 文化なかの /10.12

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

　12月29日㈬～１月３日㈪は、
年末年始休業で、各公民館は、
休館します。
　ご理解とご協力をお願いしま
す。

中
央
公
民
館

講座名 日　　時 場　所 講　師 備　　考

しめ縄づくり講習会 12月10日（金）
　午後６時～８時

中央公民館
講堂 大宮誠吉 先生

＜定員＞ 25 名
＜受講料＞ 500 円
＜持ち物＞花ばさみ ( 無けれ
ばワラを切れるハサミ )

シニア大学公開講座
講演：「ところで、
地震は予知できるん
ですか？」

１月27日（木）
　午後１時30分～
　　　　午後３時

中央公民館
講堂

気象庁主任研究官
細野耕司 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＊どなたでもご参加できます。

　　　　　　　公民館ギャラリー　　　みずえ会の絵画展

北
部
公
民
館

高齢者大学公開講座
講演：空と祈り
遺愛集「島秋人
　との出会い」から

12月７日（火）
　午後１時30分～
　　　　午後３時

北部公民館
２階研修室

元木島平村教育長
土屋誠之 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＊どなたでもご参加できます。

高齢者大学公開講座
映画：童謡物語

12月21日（火）
　午後１時30分～
　　　　午後３時

北部公民館
２階講堂

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＊どなたでもご参加できます。

西
部
公
民
館

ものづくり教室 １月８日（土）
　午前10時～正午 西部公民館

長野県食生活
改善推進協議会
顧問
　原　　楫 さん

＜定員＞ 20 名
＜受講料＞材料費として 300 円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
マスク
＜申込み＞12月８日(水)から

豊
田
公
民
館

ものづくり １月８日（土）
　午前10時～正午 もみじ荘 信州中野ふるさと

交流団

＜定員＞ 20 名
＜材料費＞ 100 円
＜入場料＞無料 ※入浴の場合
は実費
＜持ち物＞はさみ、お盆、エ
プロン

公民館の年末年始休業
のお知らせ

日　時　１月２日(日)午前10時30分～11時15分
場　所　豊田文化センター駐車場
内　容　太鼓演奏（ふるさと太鼓）
　　　　きのこ汁の無料提供
問い合わせ先　豊田公民館

新春のつどい 開催



　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館の文化祭

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
タ
ヒ
チ
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
名

画
の
一
点
に
、
「
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
・

我
々
は
何
者
か
・
我
々
は
何
処
へ
行
く
の
か
」
の
題

名
を
持
つ
名
画
が
あ
る
。
画
面
に
は
、
南
国
の
美
し

い
自
然
の
中
に
展
開
さ
れ
る
人
の
一
生
の
象
徴
的
な

場
面
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
じ
っ

く
り
見
る
と
作
者
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
だ
。

　
今
、
師
走
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し
い
中
に
も
一
年

を
振
り
返
り
ま
と
め
を
す
る
時
が
来
た
。
人
の
永
遠

の
課
題
で
も
あ
る
「
私
は
何
を
し
て
来
た
の
か
、
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
は
重
い
命
題
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
こ
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
生
き
て
い
る
。

　
除
夜
の
鐘
を
聴
き
な
が
ら
、
一
瞬
で
も
、
自
分
か

ら
始
ま
っ
て
世
界
や
宇
宙
の
彼
方
ま
で
心
の
視
線
を

お
く
っ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
来
る
べ
き
年
の
指
針

と
し
た
い
。

 

「
来
る
べ
き
年
は
、よ
り
よ
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

菊一対／中央公民館（ちから）

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の

花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真

に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ

も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加

工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場

所
、
花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名

希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下

さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。
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中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp

宛　先

黄葉／一本木公園（月岡尚雄） 季節はずれの梨の花／一本木公園（小林）

「
沈
　
思
」

今の主役、来年の主役／東山・巡り逢いの丘（おにぎり）


